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l TCSの現状

l TCS 品質イニシアチブの発展

– チャレンッジ

– 問題への対策

l タタ・ビジネス・エクセレンス・モデル(TBEM)

l 品質管理体制

l プロセス改善による報い
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TCSTCSの現状の現状

2003-04年度の収益14億米ドル

600社を超える海外の顧客との取引

グローバル展開

32,000 名以上のコンサルタント

大規模プロジェクトの経験と成功

高水準の品質及びプロセス

インド市場で最大手

インドIT市場 – 輸出実績 (収益)(1)

TCS のインドIT 市場全体での

市場占有率は約10％

FY 2002-03
US$ bn

成長率
(%) 前年比

FY 2003-04
US$ bn

IT サービス,  
製品 & 技術
サービス 7.2 18% 8.4 17%

IT 対応

サービス
2.3 59% 3.6 54%

総合 IT

産業
9.5 25% 12.0 26%

(1) Source: NASSCOM

成長率 (%)
前年比

FY 2001-02
US$ bn

6.2

1.5

7.7
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TCS TCS –– グローバル展開グローバル展開

英国

香港

シンガポール

アメリカ合衆国

カナダ
n モントリオール
n オタワ
n トロント

n ロンドン
n マンチェスター
n バーミンガム
n バークシャー
n Guidford 
n エディンバラ
n クロイドン
n ノッティンガム

n アトランタ
n オースティン
n ボストン
n コロンブス
n シカゴ
n シンシナティ
n クリーヴランド
n ダラス
n デンバー
n デトロイト
n ハートフォード
n ヒューストン
n インディアナ
n ロサンジェルス
n ミルウォーキー
n ミネアポリス
n ニュージャージ

ー

ベトナム

ハンガリースウェー
デン

フィンラ
ンド

メキシコ

ベルギー
n ブリュッセル

デンマーク
n コペンハーゲン

オランダ
n アムステルダム
n ロッテルダム

ドイツ
n フランクフルト
n ハンブルク
n ミュンヒェン

スイス
n バーゼル
n Nyon 
n チューリ

ヒ
n Zug 

日本

台湾

n台北

ニュージーランド

n ウェリントン

オーストラリア

n シドニー
n メルボルン

マレーシア
n クアラルン

プール

UAE 

南アフリカ

サウジアラビア

フランス

中国

n ニューヨーク
n オハイオ
n オマハ
n フェニックス
n ピッツバーグ
n ローリー
n レドモンド
n ロックヴィル
n ソルトレークシテ

ィー
n サンディエゴ
n サンフランシスコ
n シアトル
n Stルイス
n サニーヴェール
n タンパ
n ウェストパームビ

ーチ

インド

世界各国に100を超える事業所を展開
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TCS TCS 品質イニシアチブの発展品質イニシアチブの発展

7070年代年代
中期中期

TCSで品質
管理を導入

8080年代年代

TCS 
品質標準
の設定

IEEE 標準

19921992

TCS-QMS
の

文書化

フォーカスエリア
構成 管理

ソフトウェアメトリクス

プロジェクトの追跡

契約レビュー

文書管理

19931993

ISO9001
認定
SEEPZ &
IBM 
センター

ＡＢＣ（作業
ベースの
コスト計算）を
ISO 9000と共に
導入しソフトウェア
メトリクスプログラム
を実施

19941994

ISO9001
認定
カルカッタ
&
チェンナイ

19951995

TBEM 
イニシアチブ

開始

ISO 9001
認定
デリー ,
バンガロール,
ハイデラバード,
ムンバイ

19961996

S/W CMM
イニシアチブ

開始

19991999

US West,
HP センター ,

SEEPZ,
Sholinganalur

にて
SEI-CMM
Level 5

達成

US West
にて

SEI-CMM
Level 5

達成

20002000

ラクノウ,
バンガロール,

コルコタ,
ハイデラバード, 
GE センター , 
アーマダバード

にて
SEI-CMM 

Level5
達成

Six Sigma 
イニシアチブ

開始

20012001

事業所
及び

4 箇所のセンター
(カルカッタ、
チェンナイ、

デリー) 
にて

PCMM Level 4
達成

20022002

CMMi
イニシアチブ

開始

20042004

JRD-QV
受賞

企業レベルにて
CMMi Level 5

& 
PCMM Level 5

達成

19981998

PCMM
イニシアチブ

開始

SEEPZ 
にて

S/W CMM 
Level 4

達成

20032003

ISO9001:
2000
認定

iQMS の
リリーズ
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目的の明確化
プロセス定義
文書化
トレーニング & 継続的な円滑化

オーナーシップ
ツールの有効利用
賛同を得る.... 自分へのメリットは何か?

モチベーションの促進
監査者やレビュアーとしての役割に消極的

プロセス変更への抵抗
プロセス作業は技術とは無関係で付加価値のない作業だとみなされる

｢自分のプロジェクトは特殊だ｣

検証作業を外部からの干渉とみなす傾向
｢自分のプロジェクトは自分が一番よくわかっている｣ 的な姿勢や態度

正確なメトリクスの選択とデータ収集

チャレンッジチャレンッジ
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積極参加
関係者の参加
プラクティショナーによるレビュー及び監査

アプローチ、展開方法、結果などを効率的に情報伝達

参加者の誰もが提案できる権限を授与

トレーニングプログラム

経験の共有

プロジェクト管理のレビュー

主なプロセス変更のパイロット

品質サービスの評価

権限を伴った責任

報酬と評価

問題への対策問題への対策
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QA活動の展開
品質保証グループは変革推進の役割を果たす
CSQA 認定証の授与により組織のやる気を促進
レビューアー及び監査者の確保

監査者として優れたプロジェクトリーダー
プロジェクトの原動力についての理解・共感
プロセスの目的を正確に評価
是正策の立案を支援
｢重箱の隅をつつく｣のではなく、策を提供するまとめ役
PMP認定証の授与により組織のやる気を鼓舞

自動化サポート - IPMS
使用プロセスの整合性
プロセスの実施
客観的なプロジェクト管理
データの収集、分析、修正を簡素化

フィードバックループ (例 ESS)

問題への対策問題への対策 ((続き続き))



Confidential Asia’s Largest Global Software & Services Company

タタ・ビジネス・エクセレンス・モデルタタ・ビジネス・エクセレンス・モデル(TBEM)(TBEM)
アプローチ 展開 結果

レビュー、調整、改善

情報 & 分析三本柱

H R
フォーカス

戦略的
プラニング

業務実績

プロセス管理顧客 &市場
へのフォーカス

リーダーシップ

6

7

5

3
4

2

1

ワークコア

最適化段階
管理段階
定義段階
反復可能段階
初期段階

People CMMPeople CMM

Software CMM / Software CMM / CMMiCMMi
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Software CMM Software CMM とと People CMMPeople CMM

l ピープルプロセスもソフトウェアプロセスと共に発展して
いく必要があります。それは決してモデルで定義されてい
るからではなく、ビジネスにおける正当なステップだから
です。

– コーポレートフォーカス：要員の戦略的配備
– センターフォーカス：成熟度の高いソフトウェア能力を

持続
– プロセスの定量管理を徹底
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方針

プロセス プロセス

手順 手順手順

データ

ビジネス目標と一致

何をするか?

どのような
方法で?

メトリクス メトリクスメトリクス

管理情報

指標しひょう

意思決定

結果

品質管理システム品質管理システム
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製品

プロジェクトの立ち上げ

プラニング

要員配備プロジェクト実施V&V

納入

PAL (プロセスアセットライブラリ)

結果

契約成立

IPMS****

QAG*
MATC**
IDM***
トレーニング

プロジェクトのライフサイクルプロジェクトのライフサイクル

••QAG: Quality Assurance Group; **MATC:Manpower Allocation Task CoQAG: Quality Assurance Group; **MATC:Manpower Allocation Task Committee; ***IDM:Infrastructure Development and Maintenancemmittee; ***IDM:Infrastructure Development and Maintenance

****IPMS:Integrated Project Management System****IPMS:Integrated Project Management System
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現在の品質管理体制
CEO

CQH DCH
(社内品質保証最高責任者)                           (デリバリーセンター長)

Corporate QAG  Corporate SEPG Corporate AG

QAG SEPG            BAG    PL
(品質保証グループ)          (ソフトウェアエンジニアリング プロセスグループ) (支部監査グループ) (プロジェクトリーダー)

PQA          プロセス
(プロジェクトQA)        プライム 　　プロジェクトチーム
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SEPG
(ソフトウェアエンジニアリング プロセスグループ)

継続的なプロセス
改善の円滑化

QAG
(品質保証グループ)

QMSの展開と監視

BAG
(支部監査グループ)

QMSへの準拠性をチェック

品質管理

グループ
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プロセス改善のサイクルプロセス改善のサイクル

Ｐｌａｎ
計画

Ｄｏ
実施

Ｃｈｅｃｋ
検証

Ａｃｔ
活動

SEPG QAG/プロジェクト

監査/Sr. 管理SEPG/QAG



Confidential Asia’s Largest Global Software & Services Company

プロジェクトリーダー

プロジェクトプロジェクトQA QA のサイクルのサイクル

プロジェクトQA プライム
(DP/TCM/PCM)

QAG/BAG SEPG/プロセスオーナー

DCH

PAL

プロセスドキュメント
QMS フォーム
テンプレート

ベストプラクティス
教訓

IPMS
データ

テンプレート
計画データ
実績データ

不具合データ
プロセスデータ
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品質管理ツール品質管理ツール

l プロジェクト総合管理システム
(IPMS) 

l プロセスアセットライブラリ
(PAL)

l 監査プロセスツール (APT)

l PIP 追跡ツール

l SPC チャート作成ツール

• 導入トレーニングプログラム

• 継続的教育プログラム

• チームメンバー及びプロジェ
クトリーダー向けの品質管理
システム

• SPC, 欠陥防止

• 監査者向けのトレーニング

• Six Thinking Hats             
(６つの帽子思考法)

• Lateral Thinking
　（水平思考）

品質管理トレーニング品質管理トレーニング



Confidential Asia’s Largest Global Software & Services Company

こｒぽらとスコアカード

グループスコアカード
(各プラクティス ,DC,LAM)

リレーションシップ スコアカード

プロジェクトレベルでの目標

管理者の目標に調整した個人の目標

スコアカードを四半期毎にレビュー ／修正

財務 顧客満足度
社内プロセス

学習 & 発展

スコアカードを四半期毎にレビュー ／修正

目標の調整目標の調整
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社内要員計画

人員割り当て

プロジェクトに関す
る知識と技能

採用プラントレーニング
プラン

中途採用中途採用新卒採用新卒採用

役割の詳細と
技能レベル

要員追加の必要性

能力
データベース

((組織及びプラクティスで組織及びプラクティスで ))

要求される能力要求される能力

ビジネスプランビジネスプランビジネスプラン

能力開発モデル能力開発モデル
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技能の更新
ギャップ分析

HR

カストディアン

MATC

ユ
ー
ザ
ー

ELD

プラナー

目標設定

要件の照合に使
用するデータベー

ス

ギャップに
対応した

トレーニング
プラン

能力管理インタフェース能力管理インタフェース
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Ø補修作業の工数を50%削減補修作業の削減

Øスケジュールの遵守が6倍向上スケジュールの遵守

Ø残留欠陥を17%削減

Ø欠陥密度 (SDLC) を16%削減

不具合の封じ込めと削減

Ø満足度が16%向上

Ø 顧客からのリピートオーダー

顧客満足度

ØOracle D2K プロジェクトで生産性17% 向上

ØVB – Oracle プロジェクトで20% 向上

ØJava – Oracle プロジェクトで24%向上

生産性

改善項目分野

プロセス改善のメリットプロセス改善のメリット

レビュー効率を1.5倍向上

プロジェクト管理工数を1.5倍削減

付加価値のない作業工数を3倍削減
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改善の推移改善の推移

初期の UCL

初期の LCL

改善後の UCL

改善後の LCL

改善後の UCL

改善後の UCL

過剰工数の削減

ばらつきが65%改善 更に 24%改善

３ヶ月 ３ヶ月 ３ヶ月

見積もりのガイドラインと
ツール

欠陥防止

ばらつき

補修作業



Confidential Asia’s Largest Global Software & Services Company

レビュー効率の推移

55.3

75.82 76.44 78.4
85.33
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%

欠陥の総数に対し
レビューで検出された

欠陥割合の減少過程 …

不具合の早期発見

トレーニング不足が原因で
発生する欠陥率が、
トレーニングコストの

増加に伴い
継続的に減少

プロセス改善の効果プロセス改善の効果
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CSQA & PMP
l CQA資格取得者2300名以上

l CQA資格取得者数が世界最大の企業

l TCS コンサルタントが4年連続で世界最高レ
ベルのスコアを取得

l PMP資格取得者が現在増加中

ISO 9001

l 訓練を受けた社内監査者 1314名

SEI CMM & PCMM
l Software CMM リードアセッサ 9名

l Software CMM アセッサ 200名
l People CMM リードアセッサ 2名

l People CMM アセッサ 19名

l CMMi リードアセッサ 3名
l CMMi アセッサ 25名

Six Sigma 認定

l SixSigmaの知識を有する人材 3200名
l Master Black Belt 8名
l Black Belts 71名
l Green Belts 806名
l GB Certified 53名
l Six Sigma プロジェクト194本完了

品質コンサルタント品質コンサルタント



Confidential Asia’s Largest Global Software & Services Company

gargi@ieee.org


